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●
平
成
22
年
度
決
算
は
、
国
の
政

権
交
代
後
の
初
の
予
算
編
成
の
も

と
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
配

分
す
る
た
め
、
事
務
事
業
の
見
直

し
を
行
い
、
改
め
て
客
観
的
な
評

価
を
行
っ
た
上
で
予
算
編
成
が
な

さ
れ
た
と
の
説
明
を
受
け
た
。
決

算
の
歳
出
総
額
は
２
５
９
億
２
０

０
０
万
円
、
前
年
度
比
０
・
８
％

の
伸
び
を
示
し
、
総
額
は
過
去
最

大
の
規
模
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の

決
算
を
財
政
運
営
の
健
全
性
を
示

す
財
政
評
価
で
見
る
と
、
経
常
収

支
比
率
は
94
・
４
％
で
、
前
年
度

よ
り
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

財
政
の
硬
直
化
が
進
ん
だ
も
の

の
、
公
債
費
比
率
は
８
・
２
％
と

前
年
度
よ
り
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
、

将
来
負
担
比
率
も
91
・
３
％
と
前

年
度
よ
り
６
・
４
ポ
イ
ン
ト
下
回

っ
た
こ
と
か
ら
、
市
政
全
体
で
将

来
債
務
が
減
少
し
た
も
の
と
評
価

す
る
。
基
金
残
高
は
、
前
年
度
よ

り
３
億
７
０
０
０
万
円
減
少
し
て

い
る
が
、
特
定
の
事
業
目
的
に
使

用
さ
れ
た
も
の
で
、
引
き
続
き
健

全
な
財
政
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
22

年
度
末
現
在
、
本
市
の
中
心
事
業

で
あ
る
深
谷
中
央
特
定
土
地
区
画

整
理
事
業
の
進
捗
状
況
は
、
事
業

費
ベ
ー
ス
で
91
％
と
な
り
、
最
終

段
階
に
入
っ
て
い
る
。
引
き
続
き

適
正
な
保
留
地
処
分
に
努
め
、
期

限
と
さ
れ
て
い
る
27
年
度
の
事
業

完
成
を
期
待
す
る
。
ま
た
、
今
後

は
、
高
齢
者
へ
の
き
め
細
か
な
対

応
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
へ
の
子
育
て

支
援
の
拡
充
、
学
校
施
設
な
ど
の

社
会
資
本
更
新
、
将
来
発
生
が
予

想
さ
れ
る
東
海
地
震
な
ど
の
大
規

模
地
震
に
備
え
た
防
災
ま
ち
づ
く

り
事
業
な
ど
、
多
額
の
財
政
需
要

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
財
政
の
均

衡
や
健
全
性
を
十
分
に
考
慮
し
な

が
ら
、
適
正
な
財
政
運
営
を
図

り
、
引
き
続
き
効
率
的
な
行
政
運

営
の
も
と
、
サ
ー
ビ
ス
が
執
行
さ

れ
る
こ
と
を
願
い
、
本
決
算
に
賛

成
す
る
。

（
新
政
会
）
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●
決
算
の
評
価
に
当
た
り
、
基
本

的
な
方
針
と
市
長
の
政
治
姿
勢

が
、
地
方
自
治
体
の
最
も
重
要
な

役
割
で
あ
る
「
市
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
」
と
い
う
点
に
置
か
れ

て
い
る
か
ど
う
か
で
賛
否
を
判
断

し
て
い
る
。
昨
年
度
の
事
業
を
見

る
と
、
保
育
所
の
待
機
児
童
対
策

や
学
童
保
育
の
土
曜
日
開
設
加

算
、
シ
ニ
ア
あ
っ
た
か
相
談
員
の

体
制
強
化
な
ど
は
評
価
す
る
。
し

か
し
、
長
引
く
不
況
の
中
、
生
活

に
困
難
を
抱
え
て
い
る
市
民
層
に

対
す
る
、
心
の
触
れ
合
う
対
策
を

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
市

民
税
の
減
免
制
度
を
も
っ
と
使
い

や
す
く
改
善
す
る
こ
と
や
一
般
会

計
か
ら
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
へ
の
繰
り
出
し
を
増
や
し
、

高
過
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税
を
引

き
下
げ
る
こ
と
、
介
護
保
険
料
の

減
免
制
度
を
新
た
に
作
る
こ
と
な

ど
を
要
望
す
る
。
市
民
の
合
意
が

と
れ
な
い（
仮
称
）東
名
綾
瀬
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
推
進
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
連
動
す
る
寺
尾
上

土
棚
線
の
北
伸
や
深
谷
落
合
、
吉

岡
西
部
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を

合
わ
せ
る
と
、今
後
、福
祉
や
教
育

予
算
を
圧
迫
し
て
く
る
。
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
に
力
を
注
ぐ

べ
き
と
き
で
も
あ
り
、
不
要
不
急

の
大
規
模
な
公
共
事
業
を
行
う
と

き
で
は
な
い
。
総
額
３
億
円
を
投

じ
、
市
役
所
近
く
の
沿
道
わ
ず
か

６
０
０
㍍
だ
け
行
う
電
線
類
地
中

化
事
業
は
、
税
金
の
無
駄
遣
い
で

あ
り
、そ
の
予
算
は
、各
小
学
校
へ

の
学
童
保
育
施
設
の
建
設
や
小
児

医
療
費
助
成
の
中
学
３
年
生
ま
で

の
拡
大
な
ど
の
た
め
に
こ
そ
使
う

べ
き
で
あ
る
。
開
発
に
膨
大
な
税

金
を
投
入
す
る
の
で
は
な
く
、
市

民
の
暮
ら
し
に
直
結
し
た
社
会
保

障
の
充
実
に
使
い
方
を
改
め
る
こ

と
を
重
ね
て
求
め
る
。
本
市
が
日

本
国
憲
法
に
基
づ
い
て
、
市
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
地
方
自
治
体

の
役
割
を
担
う
立
場
に
立
つ
こ
と

を
求
め
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

（
日
本
共
産
党
綾
瀬
市
議
団
）
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●
歳
入
を
見
る
と
、
総
額
で
前
年

度
比
２･

３
％
、６
億
２
０
０
０
万

円
余
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
引
き
続
き
の
個
人
市
民
税
の

減
収
な
ど
で
、
市
税
収
入
は
前
年

度
よ
り
２
％
、
２
億
７
０
０
０
万

円
減
と
な
っ
て
お
り
、
経
済
が
元

気
に
な
り
始
め
、
景
気
全
体
が
少

し
ず
つ
で
も
回
復
す
る
こ
と
を
願

う
。そ
の
よ
う
な
中
、法
人
市
民
税

が
、
前
年
度
を
40
％
近
く
上
回
っ

た
こ
と
は
、
景
気
の
先
行
き
不
透

明
さ
が
続
く
中
に
あ
っ
て
、
変
化

を
見
せ
始
め
た
と
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
税
な
ど
の
基
準
収
入

額
の
算
定
減
と
、
社
会
福
祉
費
な

ど
の
基
準
需
要
額
の
算
定
増
で
６

年
ぶ
り
に
普
通
交
付
税
が
交
付
さ

れ
た
こ
と
は
、
平
成
23
年
度
に

は
、
県
内
で
も
新
た
に
３
市
が
交

付
に
転
じ
、
不
交
付
団
体
は
２
市

と
な
っ
た
状
況
か
ら
も
理
解
で
き

る
。歳
出
は
、総
額
２
５
９
億
２
０

０
０
万
円
で
過
去
最
大
規
模
と
な

っ
た
が
、前
年
度
よ
り
０
・
８
％
、

２
億
円
余
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

主
な
要
因
と
し
て
、
民
生
費
で
は

保
育
所
の
入
所
定
員
増
を
進
め
る

民
間
保
育
所
建
て
替
え
費
用
の
助

成
や
保
育
の
受
け
入
れ
を
一
時
的

に
増
員
す
る
保
育
園
の
助
成
、
子

ど
も
手
当
の
創
設
な
ど
が
、ま
た
、

教
育
費
で
は
綾
瀬
小
学
校
新
築
工

事
や
小
・
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推

進
事
業
費
の
増
な
ど
が
あ
っ
た
と

理
解
し
て
い
る
。
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
へ
の
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

両
面
か
ら
の
支
出
増
は
、
22
年
度

に
新
た
に
実
施
さ
れ
た
大
型
生
ご

み
処
理
機
に
よ
る
減
量
化
、
資
源

化
へ
の
取
り
組
み
や
ほ
か
の
各
種

施
策
と
と
も
に
評
価
す
る
。
東
日

本
大
震
災
や
台
風
に
よ
る
被
害
な

ど
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生

し
て
い
る
。
今
後
も
、
依
然
厳
し

い
環
境
の
も
と
で
は
あ
る
が
、
市

民
の
安
心
・
安
全
、
本
市
に
住
み

続
け
た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
事
業
展
開
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

（
公
明
党
）
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●
２
期
８
年
に
わ
た
り
道
路
政
策

に
関
し
、予
算･

決
算
に
反
対
し
て

き
た
。
ま
ち
づ
く
り
に
影
響
す
る

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
な
ぜ
必
要

な
の
か
と
の
議
論
が
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
計
画
の
中
心
に
位
置
付
け

ら
れ
て
き
た
こ
と
や
イ
ン
タ
ー
開

通
に
よ
る
渋
滞
回
避
の
た
め
、
寺

尾
上
土
棚
線
の
北
伸
を
急
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
が
主

な
理
由
で
あ
る
。
車
両
流
入
に
よ

る
環
境
悪
化
な
ど
、
市
民
の
不
利

益
に
目
を
つ
ぶ
り
、
市
も
議
会
も

責
任
を
持
つ
こ
と
な
く
、
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
し
て
き
た
こ

と
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。市
は
、

地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

制
度
に
よ
り
設
置
を
渇
望
し
て
き

た
が
、
平
成
22
年
度
か
ら
は
高
速

道
路
利
便
増
進
事
業
を
活
用
す
る

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ

事
業
変
更
し
た
。こ
の
事
業
は
、29

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、

小
・
中
学
校
す
べ
て
の
普
通
教
室

に
天
吊
り
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や

ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
を
設
置
し
ま
し
た

年
度
ま
で
の
供
用
開
始
を
前
提
と

し
て
お
り
、
早
急
に
事
業
化
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
、地

域
合
意
は
一
方
的
な
広
報
で
済
ま

さ
れ
、
生
活
道
路
へ
の
車
両
流
入

の
恐
れ
は
、
市
民
の
納
得
が
得
ら

れ
な
い
ま
ま
に
な
る
こ
と
を
危
惧

す
る
。
約
１
０
０
億
円
の
設
置
費

用
は
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
へ
の
接

続
と
違
い
、
事
業
費
負
担
を
検
討

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
実
現

の
た
め
に
予
算
計
上
し
、
長
期
計

画
ま
で
見
直
し
た
が
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
に
企
業
を
誘
致

し
、
税
収
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
見
直

す
勇
気
も
必
要
で
あ
る
。
政
策
と

は
、
市
民
の
求
め
る
ま
ち
を
ビ
ジ

ョ
ン
化
し
、
実
現
す
る
た
め
の
戦

略
と
考
え
る
。
イ
ン
タ
ー
は
ま
ち

づ
く
り
の
政
策
で
は
な
く
、
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
に
す
ぎ
な
い
。
時
限
予

算
に
縛
ら
れ
、
拙
速
に
事
業
を
進

め
る
の
で
は
な
く
、
も
う
一
度
市

民
の
声
を
聞
き
、
次
世
代
の
た
め

に
も
他
市
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
切
望
し
、本
決
算
に
反
対
す
る
。

（
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一
部
）
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※（　

）は
、会
派
名
で
す
。

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
９
月
定
例
会
最
終
日
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
決
算
に
対
す
る
討
論
が
行
わ
れ
、
２
人
の
議

員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
２
人
の
議
員
か
ら
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

老
朽
化
や
児
童
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
建
て
替
え
を
行
っ
て
い
た

綾
瀬
小
学
校
の
新
校
舎
が
今
年
２
月
に
完
成
し
ま
し
た


